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［成果情報名］電照栽培用秋ギクの低温伸長・開花性系統の選抜法

［要約］ロゼット性が強い「秀芳の力」と幼若性が強い「神馬」の交雑により得られた実

生株を11月中旬から12月中旬に播種し、自然日長下で夜間最低夜温12.5℃とした施設内で

栽培することにより、低温で茎伸長が早く、早期に開花する株を選抜することができる。
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［背景・ねらい］

電照栽培用秋ギクの主要品種である「神馬」は幼若性が強いことから、２～５月出し栽

培で開花が遅延し、計画出荷ができないことが問題となっている。そのため、親株の加温

や電照期間中の高温管理により、幼若相を短期間に通過する技術を開発した（平成10年度、

平成17年度成果）。しかし、近年の燃料費の高騰により、親株や定植後の暖房コストの削

減が農家経営にとって課題となっている。

そこで、電照栽培用秋ギク品種について、現行より低温で伸長・開花する系統の育種お

よび選抜方法について検討し、秋から翌年春にかけて計画出荷ができ、低コストで栽培で

きる品種の育成に活用する。（要望機関名：生産流通課、朝倉・八女・飯塚・田川普及セ

ンター、ＪＡ全農ふくれん(H9､12､15)）

［成果の内容・特徴］

１．ロゼット性が強い「秀芳の力」と幼若性が強い「神馬」を交雑し、得られた種子を翌

年11月中旬および12月中旬に播種し、昼/夜温を20／12.5℃とした自然日長下で栽培する

ことにより、様々な茎伸長を示す実生株が得られる（図１、図２）。

２．播種直後から短日条件下で生育した実生株は、①茎伸長が早く、早期に開花する株、

②茎伸長は早いが、発蕾・開花が遅い株、③茎伸長が遅く、発蕾・開花も遅い株、及び

④強いロゼット状となり、発蕾しない株の４つのタイプに分けられる（表１、図２）。

３．発芽後、夜間最低気温12.5℃の短日条件下で茎伸長が早く、早期に開花する株を選抜

することにより、低温伸長・開花性を有する系統を作出することができる（表１、図

２）。

［成果の活用面・留意点］

１．電照栽培用秋ギク品種について、低温伸長・開花性を有する品種の育成に資する。



［具体的データ］

図１．｢秀芳の力｣と｢神馬｣の交雑実生を11月17日および12月15日に播種した場合
の茎長別実生株数（平成18年）
1.平成17年10月下旬から11月上旬にかけて「秀芳の力」を種子親として「神馬」注）
と交配し、104個の種子を得た。種子を52個ずつに分け、それぞれ平成18年11

月17日と12月15日にセル成型トレイ(180穴)に播種。

2.播種後、ファイトトロンの20/20℃(昼/夜温)に２週間置いて発芽させ、発芽後

開花まで20/12.5℃の自然日長下で栽培。

3.11月17日および12月15日播種のいずれも118日後(３月15日と４月12日)に調査

表１．｢秀芳の力｣と｢神馬｣の交雑における実生株の特性及び形質
実生株の特性 得られた 開花日 茎長 葉数

実生株数 (月/日) (cm)
Ａ：茎伸長が早く、早期に開花する 5 4/15 35.5 25.5
Ｂ：茎長は長いが、発蕾・開花が遅い 26 未開花 42.3 28.4
Ｃ：茎長が短く、発蕾・開花が遅い 11 未開花 26.2 24.8
Ｄ：ロゼット化し、発蕾しない 3 未発蕾 3.6 23.6
注）平成18年12月15日播種、４月30日調査

図２．12月15日に播種した実生株の生育
注）Ａ～Ｄは表１に対応、平成19年４月12日撮影
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